
‭福岡県公立高校入試徹底分析【社会】‬
‭【形式・難易度】‬

‭試験時間‬ ‭50分‬ ‭配点‬ ‭60点‬

‭問題構成‬

‭大問６題。地理・歴史・公民の分野ごとに大問各２題の出題である。‬

‭歴史は，古代～現代の大問で12点、それとは別に近現代の大問で８点の計20点。‬

‭地理は，世界地理の大問で10点，日本地理の大問で10点の計20点。‬

‭公民は，現在の課題に関する論述中心の大問で14点，それ以外の大問で６点の計20点。‬

‭論述問題の配点が昨年よりは上がった。これまでは５割前後の出題になっている。‬

‭令和５年度(2023)‬ ‭令和４年度(2022)‬ ‭令和３年度(2021)‬ ‭令和2年度(2020)‬ ‭平成31年度(2019)‬

‭問題量‬‭（A４で）‬ ‭９ページ分‬ ‭９ページ分‬ ‭９ページ分‬ ‭９ページ分‬ ‭９ページ分‬

‭小問数‬ ‭36問‬ ‭35問‬ ‭36問‬ ‭28問‬ ‭30問‬

‭論述問題の数‬ ‭12問‬ ‭12問‬ ‭12問‬ ‭15問‬ ‭12問‬

‭論述問題配点‬ ‭26点‬ ‭23点‬ ‭25点‬ ‭38点‬ ‭28点‬

‭受験者平均点‬ ‭33点‬ ‭33点‬ ‭35点‬ ‭29点‬ ‭38点‬

‭【出題の傾向と対策】‬
‭① 歴史では，過去の出題と似た問題が出題されることがあるので，過去の論述問題を解いておく。‬

‭②その時代におこった政治・外交・文化・産業に関するものを選ぶ問題が多いため，時代ごとに内容を整理‬
‭して覚えておく。‬

‭③近代～現代の事件の順番並べが出題されるので，近代～現代の年代を覚えておく。‬‭（問題例省略）‬
‭④近・現代史のわが国と海外の国々との関係についてよく出題されるので，関係を整理して覚える。‬
‭⑤産業史に関して，資料をつかった論述問題がほぼ毎年出題されるので，過去の問題で出題パターンを把握‬

‭し，教科書の表やグラフにもよく目を通しておく。‬



‭⑥地理では，緯度・経度に関する問題がよく出題されるので，赤道・北緯40‬
‭　度，本初子午線などの緯線・経線の位置を覚え，各国のどこを通過するか‬
‭　を確認しておくこと。‬

‭⑦会話文やノートにまとめた内容などを利用した穴埋め形式の論述問題が，ここ数年増えているので，‬
‭空欄の前後をしっかり読んで，適切な内容を書けるようにしておくこと。‬

‭⑧地理・公民分野では，複数の資料を読み取って書く論述問題が出題されるので，資料どうしを関連づけな‬
‭がら，資料の語句や指定語句を使って，答えを書く練習をする。‬


